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る TDS の特徴を十分に再現することができ，また同じパラメーターの値を用いて ωs の被覆度依存性
についても実験とのかなり良い一致を得た。
論文の審査結果の要旨






ったW ( 100) 表面に吸着した水素の昇温脱離スペクトノレを，吸着水素の被覆度で定まる表面再構成の
変化によるものとして説明し，同時に吸着水素原子の振動数の被覆度依存性も説明したD また W(100) 
表面再構成への吸着原子の影響の吸着位置による差異についても考察している。
以上本論文は表面・吸着原子系で重要な吸着原子誘起再構成の機構について新しい知見と指針を与え
ており，学位論文の価値あるものと認める。
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